
路脇に花苗の植栽道 「道の日」のボランティア

大過ぎてびっくり
ジャンボタニシの駆除

生園がきれいになりました長 上揚老人クラブボランティア作業

巨
　８月下旬、町ではスクミリンゴガイ（ジャンボ

タニシ）の駆除作業中、通常 2.5 ｃｍに対して３

倍程度の 7.5 ｃｍもあるものを見つけました。

　この駆除作業は、本年度、基金事業を活用し、

水稲栽培の害虫であるスクミリンゴガイ（ジャン

ボタニシ）の繁殖防止のため、７月から発生して

いる用排水路、河川、ファームポンドなどを巡回

し駆除しているものです。

　８月２６日、上揚老人クラブ（会長　田島廣行）

34 人によるボランティア作業がありました。

　この日は残暑が残る中、園庭の草払いや草むし

り、窓の拭き掃除など毎日の生活では手の届きに

くい場所を清掃され、施設側や入所者から大変喜

ばれていました。

↑

　８月 10 日、長島町建友会では道の

日にあわせてボランティア作業を行い

ました。

　まず、午前８時 30 分に町体育館駐

車場で出発式を行ったあと、花植えと

空き缶拾いの２班に別れての作業とな

りました。当日は、真夏の太陽がふり

そそぐ猛暑となりましたが、空き缶拾

いは町内一周の県道と国道を、花植え

は福ノ浦と川内の県道脇や唐隈と蔵之

元の国道脇に、ケイトウの苗を１株づ

つ丁寧に植えていきました。

↓タバコと同じぐらいの長さ

↑きれいになった大きな窓

↑道路脇にケイトウの苗を植える会員
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